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ピー駆動（∆S = 207 J K–1mol–1）で進行することが確認された。さらに、構造固定化









縁体において、ΔG‡203 = 8.7 kcal mol–1と最も顕著な反転障壁の減少が確認された。 
  


















おいてエントロピー駆動（∆S = 207 J K–1mol–1）で進行することが確認された。こ
れらの結果は、対面型二量体の形成が縮環構造により促進されることを表し、リン
中心が構造固定化により新たな機能を獲得したという点においても価値がある。 
 さらに、構造固定化されたリン中心の性質として、その反転障壁の値がΔG‡ 298 =
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